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2024年3月期 第3四半期業績の概要

2024年3月期 通期業績見通し

TOPICS (2023.10月～12月）



2024年3月期 第3四半期業績

売上高 （海外売上高比率 57.4%）
営業利益

【対前年同期比】

 新製品である歯科用デジタルカメラの次期モデル販売開始、海外での既存製品の販売拡
大、為替影響（円安）により+7.0%の増収

 営業利益については先行投資や営業強化を要因に販管費は前期比大幅増も、増収効果
により2Qまでの前期比減益から一転し、+3.6％の増益

【2024年3月期 業績見込み】

3期連続の増収増益 過去最高益の更新を見込む

 3Qの進捗率は通期計画（2023.10.24修正）比で売上高72.8％、営業利益79.1％

 前期からの懸案事項であった化工品類の供給制約・受注残については概ね解消。海外の
堅調な需要を確実に捉えて収益向上に向けた取組みの加速と並行し、国内市場では新た
に保険収載となった歯科切削加工用レジン材料とその関連商品、歯科専売セルフケア用
の歯磨き剤等、新製品の拡販に注力

決算サマリー
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■ 2024年3月期 第3四半期業績の概要

25,403百万円
3,409百万円



当期業績の概要
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*為替変動の影響額： （前期対比）売上高＋802百万円
*表中の当期純利益とは「親会社株主に帰属する当期純利益」を指す
*2024/3期通期予想は2023/10/24に発表した修正計画値

単位：百万円、％

■ 2024年3月期 第3四半期業績の概要

2023/3期 2024/3期 2024/3期

3Q実績 3Q実績 通期予想

金額 （対売上率） 金額 （対売上率） 金額  （率） 金額 （進捗率）

売 上 高 23,742 ( 100.0) 25,403 ( 100.0) 1,661 ( 7.0) 34,888 ( 72.8) 

（ 国 内 売 上 高 ） 10,772 ( 45.4) 10,812 ( 42.6) 39 ( 0.4) 14,851 ( 72.8) 

（ 海 外 売 上 高 ） 12,969 ( 54.6) 14,590 ( 57.4) 1,621 ( 12.5) 20,037 ( 72.8) 

売 上 総 利 益 14,008 ( 59.0) 15,219 ( 59.9) 1,211 ( 8.6) 20,614 ( 73.8) 

（販売費及び一般管理費） 10,717 ( 45.1) 11,809 ( 46.5) 1,091 ( 10.2) 16,306 ( 72.4) 

営 業 利 益 3,290 ( 13.9) 3,409 ( 13.4) 119 ( 3.6) 4,308 ( 79.1) 

経 常 利 益 3,664 ( 15.4) 3,692 ( 14.5) 28 ( 0.8) 4,572 ( 80.8) 

当 期 純 利 益 2,796 ( 11.8) 2,747 ( 10.8) ▲ 48 ( ▲1.7) 3,204 ( 85.7) 

 １株当たり当期純利益

自 己 資 本 当 期 純 利 益 率

為　替　レ　ー　ト

米　ド　ル 135.40 142.76 7.36 141.31

ユ　ー　ロ 140.42 155.19 14.77 153.51

中　国　人　民　元 19.32 19.65 0.33 19.65

対比

180.70 

8.8％

157.29 154.97 ▲2.32 

8.2％ 7.4％ ▲0.8P



3,290 3,409

10,717
11,809

9,734

10,184

23,742
25,403

'23/3期3Q実績 '24/3期3Q実績

収益構造＜前期対比＞
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単位：百万円（構成比率 ％）

(41.0%)
(40.1%)

(13.9%) (13.4%)

(46.5%)
(45.1%)

売上高 前期比 +1,661百万円 (7.0％)

海外売上の拡大及び為替の影響により増収

営業利益 前期比 +119百万円 (3.6％)

増収効果により増益
販管費増（主に人件費）により営業利益率は微減

売上原価率 前期比 0.9ptの改善

セールスミックス好転と円安効果により
売上原価率が改善

販管費率 前期比 +1.4pt

成長投資と営業活動の積極化により販管費増

■ 2024年3月期 第3四半期業績の概要

[営業利益]

[販 管 費]

[売上原価]

[売 上 高]



23,742

179 1

22

590
208

140

40
802

25,403

’23/3期

3Q売上高

人工歯類 研削材類 金属類 化工品類 セメント類 機械器具類 ネイル事業他 為替変動の

影響

’24/3期

3Q売上高

売上高合計 +1,661 （+7.0％）

製品分類別売上高＜前期対比＞
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単位：百万円

 化工品類の供給制約の解消を受けて積極的なセールスプロモーションを再開

 前年同期の国内CAD/CAM機械新規導入特需が一巡

 「アイスペシャルC-Ⅴ」（歯科向けデジカメ）など、各種新製品の引合いは好調

■ 2024年3月期 第3四半期業績の概要

(+3.9％)

(+10.4％)

(+8.9％)

(△15.3％)
(+0.0％)

(△2.9％)

(+2.3％)

デンタル事業 +818（+3.7％）



23,742

39

40

261

425
173

802

25,403

’23/3期

3Q売上高

国内 北米

・中南米

欧州 中国 その他

アジア

為替変動の

影響

’24/3期

3Q売上高

地域別売上高＜前期対比＞
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単位：百万円

 北米・中南米は3Qから復調。研削材類の流通在庫調整影響が残るも「アイスペシャルC-
Ⅴ」（歯科向けデジカメ）や 化工品類の売上拡大により前期比増収

 インドで申請していた薬事承認手続きが完了し、期初から一時中断していた日本からの輸出を再開

■ 2024年3月期 第3四半期業績の概要

売上高合計 +1,661  (+7.0%)

(+0.4％)

(+7.0％)

(14.5％)

(+5.8％)

(△1.3％)

海外（現地通貨ベース）+819 （+6.3％）



3,290 3,409

487

212

248 53
40 93

347

203

・海外現地法人営業利益 ＋132

・単体輸出入 ＋219

・連結調整 △149

・手数料 △131

・旅費交通費 △100

為替変動に
よる要因

営業利益の変動要因＜前期対比＞
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単位：百万円

’23/3期3Q
営業利益

’24/3期3Q
営業利益

売上高の
増加

売上原価
率の低下 人件費の

増加 広告宣伝
費の増加

研究開発
費の増加

減価償却
費の増加 その他の

経費増加

販管費 +783 (+7.3％)

 海外売上高比率の上昇、セールスミックス好転により売上原価率が低下

 事業拡大に向けた人員・研究開発活動の強化等、継続的な先行投資を実施

■ 2024年3月期 第3四半期業績の概要



単位：百万円

貸借対照表
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総資産 負債・純資産

現金預金

棚卸資産

投資有価証券

その他資産

純資産

その他負債

借入金

財務健全性・高い自己資本比率（84.3％）を維持

 総資産（＋1,997）：棚卸資産の増加、時価の上昇に伴う投資有価証券の増加

 純資産（＋3,197）：その他有価証券評価差額金の増加、為替換算調整勘定の増加

■ 2024年3月期 第3四半期業績の概要

16,706 17,219

9,049 9,793

8,392
10,043

9,578
8,668

43,727 45,724

'23/3期末 '24/3期 3Q末

35,515
38,712

7,022

6,649
1,189

362

43,727 45,724

'23/3期末 '24/3期 3Q末
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2024年3月期 第3四半期業績の概要

2024年3月期 通期業績見通し

TOPICS (2023.10月～12月）



通期予想の概要
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■ 2024年3月期 通期業績見通し

 世界的な歯科市場拡大、新興国を中心に旺盛な需要見込み
 海外事業の拡大・セールスミックスの好転

→3期連続増収増益 過去最高を更新

 企業価値拡大に向けたR&D、人材育成、設備への積極投資
 世界的な経済活動の正常化による営業活動の強化
 原材料・エネルギー価格上昇によるコスト高

→将来の成長に向けた投資は継続的に実施
→コスト高には生産・販売効率の向上、製品価格見直しで対応

 前期に発生した需要急増に生産が対応しきれず発生した受注残
は今期解消の見通し

→今後の需要増・事業リスクに対応できる仕組み・体制を整備



主要指標比較
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*為替変動の影響額（前期対比）：売上高+940百万円
*表中の当期純利益とは「親会社株主に帰属する当期純利益」を指す

単位：百万円、％

■ 2024年3月期 通期業績見通し

2023/3期 2024/3期予想 対比

金額 （対売上率） 金額 （対売上率） 金額  （率）

売 上 高 31,678 ( 100.0) 34,888 ( 100.0) 3,209 ( 10.1) 

（ 国 内 売 上 高 ） 14,282 ( 45.1) 14,851 ( 42.6) 568 ( 4.0) 

（ 海 外 売 上 高 ） 17,396 ( 54.9) 20,037 ( 57.4) 2,641 ( 15.2) 

売 上 総 利 益 18,699 ( 59.0) 20,614 ( 59.1) 1,914 ( 10.2) 

（販売費及び一般管理費） 14,874 ( 47.0) 16,306 ( 46.7) 1,431 ( 9.6) 

営 業 利 益 3,824 ( 12.1) 4,308 ( 12.3) 483 ( 12.6) 

経 常 利 益 4,238 ( 13.4) 4,572 ( 13.1) 333 ( 7.9) 

当 期 純 利 益 3,135 ( 9.9) 3,204 ( 9.2) 68 ( 2.2) 

 １株当たり当期純利益

自 己 資 本 当 期 純 利 益 率

為　替　レ　ー　ト

米　ド　ル 134.95 141.31 6.36

ユ　ー　ロ 141.24 153.51 12.27

中　国　人　民　元 19.38 19.65 0.27

176.10 180.70 

9.2％ 8.8％

4.60 

▲0.4P



事業セグメント別売上高・営業利益
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単位：百万円、％

2023/3期 2024/3期  

実績 予想
金額

（対売上比率）
金額

（対売上比率）

売 上 高 29,238 32,325 3,087
営業利益 3,719 ー ー
（営業利益率) ( 12.7) 

売 上 高 2,345 2,460 115 
営業利益 93 ー ー
（営業利益率) ( 4.0) 

売 上 高 100 102 2 
営業利益 5 ー ー
（営業利益率) ( 5.4) 

売 上 高 31,684 34,888 3,204 

営業利益 3,818 ー ー
（営業利益率) ( 12.1) 

売 上 高 31,678 34,888 3,209 
営業利益 3,824 4,308 483
（営業利益率) ( 12.1) ( 12.3) ( 0.3) 

前期対比

連結

デンタル事業

ネイル事業

その他事業

連結消去前
合計

■ 2024年3月期 通期業績見通し



31,678

567

214 481

728

277
940

34,888

’23/3期

売上高

国内 北米

・中南米

欧州 中国 その他

アジア

為替変動の

影響

’24/3期

売上高（予想）

売上高合計 +3,209 (+10.1%)

地域別売上高＜前期対比＞
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単位：百万円

■ 2024年3月期 通期業績見通し

 国内売上高は安定的な需要の下で堅調に推移

 海外売上高は前期比1,701百万円（9.8％）のオーガニック成長（為替影響除く）

 中国と欧州（中東地域含む）の順調な事業拡大が海外売上に貢献

海外（現地通貨ベース）+1,701 (+9.8％)

(4.0％)

(+8.4％)

(18.4％)

(+7.9％)
(5.3％)



【2024/3期予想】

為替レート 1円円高あたり

2023/3期
実績

2024/3期
予想

売上高 営業利益 売上高 営業利益

連結業績への影響

134.95 141.31 255 132

人民元

▲ 40 ▲ 17

141.24 153.51 517 221 ▲ 42 ▲ 17

米ドル

ユーロ

19.38 19.65 64 10 ▲ 240 ▲ 150

為替変動の影響
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単位：百万円

■ 2024年3月期 通期業績見通し

 2Qの期中平均為替レート（米ドル：前期末比6.36円安）を想定

 海外売上比率は上昇傾向、円安方向への為替変動は業績にプラス影響
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2024年3月期 第3四半期業績の概要

2024年3月期 通期業績見通し

TOPICS (2023.10月～12月）



配当予想の修正に関するお知らせ

16

DOE配当性向
年間配当金

合計期末第2四半期末

26.0％47円00銭27円00銭前回予想
（2023年5月10日発表)

32.1％58円00銭38円00銭今回修正予想

20円00銭当期実績

3.0%32.4％57円00銭42円00銭15円00銭前期実績
（2023年3月期）

2024年3月期の年間配当金の予想を下記のとおり修正 （2024年2月2日取締役会決議）

注）前期実績の期末配当金は創立100周年記念配当10円00銭を含む

【配当基本方針】
【数値目標/目安】

安定した配当の維持・継続
連結配当性向 30％以上、純資産配当率（DOE） 1.7％

年間配当金は前回発表時（2023/5/10）から11円増配（予想）

■ TOPICS



破損リスクの低減期待

高 靭 性

【松風ブロックPEEK】は全ての大臼歯に使用可能
CAD/CAM冠を使用した歯冠修復の健保適用範囲が拡大※

【松風ブロックPEEK】 CAD/CAM冠用材料（Ⅴ）として健保適用
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大臼歯全般のCAD/CAM冠の健保適用は

【松風ブロックPEEK】のみ

PEEK：Poly Ether Ether Ketone（ポリエーテルエーテルケトン）の略。
熱可塑性樹脂のスーパーエンジニアリングプラスチックに属する樹脂

※2023年12月1日付

松風ブロックPEEKの特徴

すぐれた

生体親和性

天然歯にやさしい

薄い設計

■ TOPICS



【SHOFU INC. 統合報告書 2023 】を発行
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SHOFU INC. 統合報告書2023

https://www.shofu.co.jp/ir/contents/hp1827/index.php?No=2355&CNo=1827

■ TOPICS
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本資料における予想は、現時点において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与え

る不確実な要因に係る仮定を前提としています。

実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。

株式会社 松風

〒605-0983 京都市東山区福稲上高松町11番地
TEL 075-561-1112
FAX 075-561-1227

URL http://www.shofu.co.jp
E-MAIL  ir@shofu.co.jp

お問合せ先 総合企画部


